	項目
	内容

	役割
	お客様からの要望に応じて、客室でレストラン環境と同様の料理や飲み物を提供する。

１．お客様に料理と飲み物を提供する。

· どうすればお客様に喜んでいただけるかを常に考えながら､思いやりの心を持って料理と飲み物を提供する。

２．売上､利益に貢献する。

· 料理と飲み物の提供は､ホテルにとって大きな収益源である。お客様に満足していただきながら､セールスチャンスを活かし､売上に貢献する。　

	仕事の内容
	1 オーダーテイカー： ルームサービスに関する業務を一手に担当する。館内電話でのオーダー受理､厨房とのやりとりから料理の提供までを行う。

	キャリア形成の例
	【概要】

まずウェイター、ウエイトレスとして業務経験を重ねる。次に､ウェイターキャプテン、キャッシャーなどレストラン部門内の高度な職務に就くが､営業､宴会部門など、レストラン部門の経験を生かした他部門へ異動することもある。

その後はレストランマネージャーなどを経験した後､Ｆ＆Ｂディレクター、あるいは他部門のマネージャーに昇格する。オーダーテイカーは下図のウェイターと同様の位置づけ。
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職種：レストラン　　職務：ルームサービス

	項目
	内容

	求められる

経験・能力
	· 採用後ホテルに関する様々な教育・訓練を受けた後に本人の希望と適性に応じて配属がきまり、レストランに配属になる可能性がある。

· お客様からの料理､飲み物に関する問合せや要望に適切に対応するため、コミュニケーション能力と、料理､飲み物に関する商品知識が必要。

· お客様の状況に応じた接遇をすることが求められることから、お客様のニーズを的確に捉える洞察力も必要となる。

· 最近では海外のお客様と接する場合も多く、英語等の語学力が必要となる。

	役に立つ資格
	· レストランサービス技能検定（日本ホテル･レストランサービス技能協会）

· サービス接遇検定（実務技能検定協会）
· 実用英語技能検定（日本英語検定協会）

· TOEIC（国際ビジネスコミュニケーション協会）

· ホテル職業能力認定試験（NPO:シニアマイスターネットワーク・観光産業研究センター資格認定委員会）

	労働省職業分類（小分類）との対応
	· 371　飲食物給仕人

371-12　ウェイター・ウェイトレス


